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この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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電磁式エレメンタリ リレー－第 10 部： 

高容量リレーの追加機能及び安全性の要求事項 

Electromechanical elementary relays-Part 10: Additional functional aspects 

and safety requirements for high-capacity relays 

 
序文 

この規格は，2019 年に第 1 版として発行された IEC 61810-10 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格は，JIS C 61810-1（電磁式エレメンタリ リレー－第 1 部：一般及び安全性要求事項）と併せて

用いる規格である。 

1 適用範囲 

この規格は，機能面及び安全面を考慮し高容量の遮断又は短絡容量を備え低電圧装置へ組み込むような

電磁式のエレメンタリ リレー（時限要素がないオール・オア・ナッシング・リレー。以下，リレーとい

う。）について規定する。これらのリレーは，接点間の電気アークを消すための特別な設計（例えば，磁気

ブローアウトによる。）を備えている，JIS C 61810-1 で規定されていない絶縁協調（例えば，ガスで満た

された接点を内蔵するチャンバーによる。）を使用している，又は JIS C 61810-1 では規定されていない（例

えば，より高い負荷の場合の）安全性評価を必要とする場合がある。 

この規格は，スマートグリッド，電気自動車，及び例えば，次のようなもののバッテリの充電又は放電

スイッチングに使用するその他の用途で使用するための，汎用的な性能を意図した大容量リレーへの追加

要求事項を規定する。 

－ 電気エネルギー貯蔵（EES）システム 

－ 太陽光発電システム 

－ 電気自動車（EV）及び産業用電気トラック 

－ パワーエレクトロニクスシステム及び装置 

－ 二次電池セル及び電池 

－ 道路車両 

この規格の要求事項に対する適合の判定は，形式試験で行う。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 61810-10:2019，Electromechanical elementary relays－Part 10: Additional functional aspects and 


